
第 ど1.章

進歩 性

進
歩
性
の
考
え
方
自
体
は

ど
の
技
術
分
野
で
も
同
じ
だ
よ
。

た
だ
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
発
明
の

特
徴
的
な
部
分
も
あ
る
の
で

し
っ
か
り
学
習
し
て
い
こ
う
。

※吹 き出し は、初 心 者 の方 を 意識し て、

正 確 性 より分 かりや す さ を重 視し てい ます。
－
／
／

難 しい と感じ たら 吹 き出し を中心 に読 んで、

細 かい 点 より全 体 の 流 れを把 握し て ね。

－





ｊ
Ｃ廿

本 願 発 明

当業 者 が
本 願 発 明 に容 易に
辿 り着 け る か ？

当 業 者

・発 明 の 属 す る 技 術 分 野 の

通 常 の 知 識 を 有 す る 者 （仮 想 人 物 ）

（た だ し 、本 願 発 明 の こ と は 知 ら な い ）

Ｃ廿

主 引 用 発 明 お
、
こ
ん
な
技
術
が
あ
る
の
か
。

主
引
用
発
明
に
適
用
し
て
み
よ
う
。

///”　~~~　丶
厂　　　　 ￥ヶ

当
業
者
が
、
本
願
発
明
の
こ
と
を

知
ら
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

容
易
に
本
願
発
明
に
辿
り
着
け
る
と

論
理
付
け
で
き
れ
ば

進
歩
性
は
否
定
さ
れ
る
よ

／
ヤ

￥

’
　
う

当 業 者 Ａ（仮 想 人 物 ）

Λ
し い や 、社 長 。

変 装 し て も バレ バ レ で す か ら

・
―
雌



鶚今～卜 ぴ ～儿

←卜 ｎｌｕ主 引 用 発 明

一 致 点 は

ス タ ート 地 点

（主 引 用 発 明 ）

に 含 ま れ る ね

本
願
発
明
と
主
引
用
発
明
を

対
比
し
て
、
相
違
点
が

途
中
経
路
と
な
る
よ
。



①進歩性が否定される方向に働く要素を検討

Ｎ
(※

？

ｊ

※当 業 者 が　 ～

本 願発明 に

容易 に到 達 可 能

とい う論 理 付け

Ｙ
進 歩 性 あ リ

進 歩 性 あ り進 歩 性 な し

まず は①進 歩 性 を否 定 す る方向 に働 く要 素

を 学 んでい こ う

£1＆



適
用
す
る
動
機
付
け
が
あ
る

と
い
う
も
の
だ
よ
。

進
歩
性
を
否
定
す
る

論
理
付
け
で
典
型
的
な
の

主
引
用
発
明
に

副
引
用
発
明
を

典型的な例
本願発明

Ａ十 Ｂ

主 引 用 発 明 Ａに

別 の 従 来 技 術 Ｂ

（副 引 用 発 明 ）を

組 み 合 わ せ れ ば

本 願 発 明 に な る

組 み合 わせ の動機 はあ る か ？ ψ
丶
Ｊ

カ

”主 引 用 発明

Ａ 組 み合 わせ 容易

ともい わ れる よ

主引 用 発明 に

複数 の従来技術（副 引 用発明）を

組 み合 わせ ることもあ る

‐

ｉ
Ｉ
丶

ｊ１ぐ

主引 用 発明 と関 連 す る技術 分野 の発明

主引 用発 明 と課 題 が共 通 する発 明

主引 用発 明 と作用、機 能 が共 通 する発明

組 み合 わせ が示 唆 さ れてい る発 明

ｊｎ
／
』

ぐ

ｊり
Ｉ
ぐ

ｊ４ぐ

・動 機 付け の有無 は、(1)～(4)を 総 合 考慮し て判 断

・ど れか一 つ にあ ては まれば

機械的 に動機 付け があ ると判断 さ れる わけ ではない



一定の課題を解決するために以下の行為を行うことは

当業者の通常の創作能力の発揮にすぎない

(i)公 知 材料の中 から の最適材料 の選択

(ii)数 値 範囲 の最適化又 は好 適化

(iii)均 等物 に よる置換

(iV)技 術 の具体的適用 に伴 う設計変 更や 設計的事項 の採用

Ｄ
Ｗ

。
W
4
4
 
｡
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主
引
用
発
明
の
み
か
ら
容
易
と

論
理
付
け
さ
れ
る
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
ね

／

設 計 変 更 ・設 計 的 事 項 と さ れ る 例 .ｊ

－

携帯 電話 から 外部装 置（テ レ ビ ）に

画像 を表示 する際 に。

テレビ の画面 の大 きさ、画 像 解像 度にあ わせて

信 号を生 成・出 力

材
料
や
数
値
範
囲
の
選
択
で

す
ご
い
効
果
が
出
て
も

進
歩
性
な
し
な
の
？

Ｊ≒
今 の段 階で

設 計変更等 とさ れて も

後 から効果 も考慮し て、

進歩性あ り と

判断 さ れるこ ともあ る よ

Ｃ

三 ノ
一
二

、

广
Ｖ
￥

ノ

互
い
に
機
能
的
又
は
作
用
的
に

関
連
し
て
い
な
い
も
の
を

単
に
寄
せ
集
め
る
こ
と
も

当
業
者
の
通
常
の
創
作
能
力
の

発
揮
と
さ
れ
る
よ

先行技術の単なる寄せ集めの例

公知 の昇 降手段 Ａを 備 えた

建造物 の外壁 の作業 用 ゴンド ラ装 置

十公知 の防 風用カ バ ー部 材

十公知 の作業 用 具収納 手段

Ｗ



性が否定される方｢111１こ 働 lく要 素（ま と め ）

lli●

杁 ｢` 総 合 的 に 考 慮 し て

動機 付 け の有無を 判断

(1)技 術 分 野 の 関 連|生

(2)課 題 の共 通性
(3)作 用、機 能 の共通 性
(4)引 用 発明 の内 容中 の示 唆

主引用 発明 に
副引用 発明を

適用 する動機 付け

(i)公知 材 料 の中 から の最 適 材 料 の 選択

(ii)数値 範 囲 の 最適 化又 は好 適化

(iii)均等 物 に よる 置換

(iV)設計 変 更 や 設計 的 事 項 の採用

主引用 発明 から の
設 計変更等

互い に機 能 的又 は作用 的 に関連

し てい な い も のを 単 に寄せ集 め
先 行技術 の

単な る寄せ集 め

①の時点 で論 理付け がで きなけ れば

進歩性あ りになる んで す ね

① の時点 で論 理付け がで きたら、

次 は② に進 んで、

進 歩性 が肯定 さ れる方 向 に 働く 要 素 を

検 討 す るの ね

ｊ

次
は
進
歩
性
が

肯
定
さ
れ
る
方
向
に
働
く
要
素
を

学
ん
で
い
こ
う
！

① 進 歩 性 が否 定 さ れる 方向 に働 く 要 素を 検 討

※当 業 者 が

本 願発明 に べ

容易 に到 達 可 能

,とい う論 理付け

Ｎ

7● 進 歩 性あ り

℃夕

進 歩 性 な し



＝＝

＝＝Ｗ

引 用 発明 と比 較し た有利 な効果 があ れば、

進歩 性 が肯 定 さ れる方向 に働 く 要 素 とな る の よ ね ？

引 用発明 と比較し て 何かし ら効果 があ れば

必 ず進歩性あ りにな る んで すか ね ？

一
方
で
、
技
術
水
準
か
ら

予
測
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た

顕
著
な
も
の
で
あ
る
場
合
、

進
歩
性
が
肯
定
さ
れ
る
方
向
に
働
く

有
力
な
事
情
に
な
る
よ
。

有
利
な
効
果
を
有
し
て
い
て
も
、

当
業
者
が
請
求
項
に
係
る
発
明
に

容
易
に
想
到
で
き
た
こ
と
が
、

十
分
に
論
理
付
け
で
き
れ
ば

進
歩
性
が
否
定
さ
れ
る
よ
。

ド

ｊ
●
Ｉ

ぐ

請求項 に係る発明力

異質な効果 を有し、

、引 用 発 明 の 有 す る 効 果 と は
ψ

丶
一

こ の効果 が出 願時 の技術 水準 から

当業 者 が予 測 するこ とがで きたもので はない 場 合

i)請 求 項 に 係 る発明 が、引 用 発明 の有 する効果 と

同 質 の効果 であ るが、際 だって 優 れた効果 を有し、

こ の効果 が出 願時 の技術 水準 から

当業 者 が予 測 するこ とがで きたもので はない 場 合

Ｉ
Ｉ

ぐ

物 の構造に基づく効果 の予 測 が困難 な技術分 野（化 学分野等）で は

効果 の判断 が特 に重要 とな る



主
引
用
発
明
の
目
的
が

高
価
な
装
置
の
使
用
を
避
け
る

と
い
う
も
の
で
、

副
引
用
発
明
が

高
価
な
装
置
の
使
用
を
前
提

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
よ
う
。

当
業
者
は
主
引
用
発
明
に

副
引
用
発
明
を

組
み
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
か
な
？

た
だ
し
、
阻

害
要
因
を

考
慮
し
た
と
し
て
も
、

当
業
者
が
本
願
発
明
に

容
易
に
想
到
で
き
た
と
い
え
れ
ば
、

進
歩
性
は
否
定
さ
れ
る
よ
。

こ
の
よ
う
に

阻
害
要
因
が
あ
る
場
合
、

進
歩
性
が
肯
定
さ
れ
る
方
向
に

働
く
要
素
に
な
る
よ
。

匸 ノ

几 yiに ’

ノ 匚
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有利 な効 果や 阻 害 要因 があ る場 合 も、

進 歩 性 が無条 件 に認 めら れるの で は なく、

あ く まで も、い ろい ろ な事情 を総 合的 に考 慮 する んで す ね。

が '～応 ……

Ｎ
ｔ
．
ｙ

ｒ
凵

Ｉ

阻 害 要因 があ る とい える の は、

他 に どん な場 合 があ る の かし ら ？

ｊ一
Ｉ
ぐ

主引 用 発明 に適用 さ れる と、

主引 用 発明 が その目 的 に反 す るもの となる よう な副引用 発 明
・
Ｉ
ぐ

i)主 引用 発明 に適用 さ れると、

主引用発明が機能し なくなる副引用発明

(iii)主 引 用 発明 が その適用 を排斥し てお り、

採 用さ れるこ とがあ り得 ない と考 えら れる 副引 用 発明

(iV)副 引 用 発明 を示 す刊行物 等 に

副引 用 発明 と他 の実施例 とが記 載又 は掲 載さ れ、

主引 用 発明 が達成し よう とす る課題 に関し て、

作用効果 が他 の実施 例 より劣 る例 とし て

副引 用 発明 が記 載又 は掲 載 さ れてお り、

当業 者 が通 常は適用 を考 えない 副引 用 発明



①進歩性が否定される方向に働く要素を検討

用発明に副引用発明を適用●主 弓
※当 業 者 が

本 願発 明 に

容易 に到 達 可 能

とい う論 理付け

す る 動 機 付 け

用 発 明 か ら の 設 計 変 更 等●主 弓

●先 行 技 術 の 単 な る 寄 せ 集 め

Ｎ
(※

？
|理 付 け

で き る

匸 艢 j

進 歩 性 あ り

生あ り進 歩 ’

①、② を総 合 考 慮し て

結 論 を 出 す とい うこ とで す ね



専門家のチーム

（当 業 者 ） Ａ
Ｉ
や

ｌ
Ｏ
Ｔ
を

含
む

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
関
連
発
明
は
、

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
技
術
と

他
の
特
定
分
野
の
技
術
と
が

融
合
し
や
す
い
と
い
う

特
徴
が
あ
る
よ
。

ｊ匸
￥

炊 飯 器 の

専 門 家

コ ンピ ュ ータ の

専 門 家

種 々の 特 定 分 野 の 技術 の 組 み合 わせ、

他 の 特 定 分 野 へ の 適 用 は
当業 者 の

通常の創作範囲
当 業 者 の 通 常 の 創 作 活 動

－
－
―
●

炊
飯
器
に
適
用
し
て
み
る
わ
！

冫 :
＝＝==ら

逎

Ｃ

寸
ご

Ｖ
￥

￥
－
－
―
。
－
－
－

（周 知 技術 ）

炊 飯 の開始 時刻 を

設 定

（主 引 用 発明 ）

ス ケ ジュ ール 情 報 から

ユ ーザ の 帰宅 時刻 を把 握し て

お 風呂 を わかせ る給 湯 シス テ ム
（本 願発 明）

ス ケジ ュ ール 情 報 から

ユ ーザ の 帰宅 時刻 を把 握し て

ご 飯 を炊 く炊 飯 シス テ ム

有利 な効 果 や 阻 害要因 は

見当 たり ませ んし 、

主 引 用 発 明 を

周知 の炊 飯 技術 に適用し て、

本 願発明 に容易 に想到 で きる

と論 理 付け で きそうで す ね。

進 歩 性 な し匸ノ



ソフトウェア化

コンピュータ 化
に伴 う課 題

コンピ ュータ 技術 の分野 に共通 な

一般的 課題であ るこ とが多い

（本 願発明）

⇒ニ ューラ ルネットワーク の

モデルを用いて

鋼板の溶接特性を予測（主 引 用 発明 ）

数 式 モデル を用 い て

鋼 板 の溶接 特 性 を予 測

（副 引 用 発 明 ）

ニ ュ ーラ ル ネ ット ワ ーク の

モ デル を用い て

ガ ラス の材質 を予測
進 歩 性 な し

ニ ューラ ル ネット ワ ーク のモ デル を用い て

予 測 精 度 を向 上 させ るこ とは一 般的 課題 だ よ。

だから、主 引 用発 明 で そ の よう な課 題 が

明示 的 には記 載 さ れてい なくて も

副引 用発 明 と課 題 が共 通 する とい える よ。

函
－ －

・皿

・㎜

シ ス テ ム 化 に 伴 う 当 然 の 効 果 で あ る こ と が 多 く
シ ス テ ム 化 に よ る

通 常は、出 願時の技術 水準 から

予 測で きない 効果 とはい えない
般 的 な 効 果

セ
ン
サ
か
ら
収
集
し
た

デ
ー
タ
の
分
析
を
シ
ス
テ
ム
化
し
た
ら

高
速
に
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
！

社
長
、
シ
ス
テ
ム
化
す
れ
ば

高
速
に
処
理
で
き
る
こ
と
自
体
は

簡
単
に
予
測
で
き
ま
す
よ
！

,.ｙtl　乙 ひ
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予 測 で きない 効 果 で ない と

進 歩 性 が 肯 定 さ れる 方 向 に

働 く事 情 に な ら ない よ！　　・

６
厂
匸
犬

言

了
刀

／
’
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ご
Ｖ
￥



IＯＴ関連 技 術 の 審 査 基 準 等
につ い て

～ｌＯＴ､ＡＩ、３Ｄプ リン テ ィン グ 技 術 等 に 対 す る

審 査 基 準 ･審 査 ハ ンド ブ ッ ク の 適 用 に つ い て ～

平 成 30年 ６月

特 許 庁 調 整 課 審 査 基 準 室

AI関 連 技 術 に関 する事 例 の 追 加について

平成 31年

特 許庁 審査第一部 詞整課 審査基準室

進 歩 性 の 事例 は数 が多 い ので、

い くつ か の事 例を 選 んで みてい
！
●Ｗ

二 つヴ

Ｖ
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ドライバ により自 動 ネジ 締 付 作 業 が 行 わ れ たとき の ネジ 締 付 品 質を評 価 するネジ 締 付 品 質 推 定
装 置 において、
前 記ドライバ の 回転 速 度 、角 加 速 度 、位置 及 び 傾き から構 成される状 態 変 数 セットを測 定 す る状
態 測 定 部と、
前 記 状 態 測 定 部 により測 定され た前 記 状 態 変 数 セットと ､当 該 状 態 変 数セットで 自 動 ネジ 締 付 作
業 が 行 わ れ たときの 前 記 ネジ の 締 付 品 質とを 関 連 付けてニューラ ル ネットワーク を機 械 学 習させ る
機 械 学 習 部と、
ドライバ により自 動 ネジ 締 付 作 業 が 行 わ れ たとき に 測 定され た 状 態 変 数 セットを ､前 記 機 械 学 習
部 によって 学 習させ た 前 記 ニューラ ル ネットワ ーク に 入 力 すると ､ネ ジ 締 付 品 質を 推 定 するネジ 締
付 品 質 推 定 部と､を 具 備 するネジ 締 付 品 質 推 定 装 置 。

本 願 発 明 引 用 発 明 １
ド ラ イ ハ の

・回 転 速 度

・角 加 速 度

・位 置

・傾 き

`゛ライ ハ の

・回 転 速 度

・角 加 速 度≫二 ①
ネ ジ の ４
締 付 品質 夕

－

･
－

･ Ｓ
ｔ
’

ネジ の
締 付 品 質

入 力ネ ジ の
締 付 品質

入 力 回 転 速 度

角 加 速 度

Ａ
－
を

使
っ
て

ネ
ジ
締
付
品
質
を

推
定
す
る
と
こ
ろ
は

一
致
し
て
い
ま
す
ね
。

推
定
に
用
い
る

パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
、

回
転
速
度
、

角
加
速
度
に
加
え
て
、

位
置
と
傾
き
も

用
い
て
い
る
点
が

相
違
す
る
わ
ね
。



引
用
発
明
２
（
副
引
用
発
明
）
と
し
て

ネ
ジ
締
付
品
質
の
推
定
に

ド
ラ
イ
バ
の
位
置
、
傾
き
を
用
い
る

先
行
技
術
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。

当
業
者
は

引
用
発
明
１
と
２
に
基
づ
い
て

本
願
発
明
に
容
易
に

到
達
で
き
た
と
い
え
る
か
な
？

引 用 発明 １と ２を

組 み合 わせ る動 機 は

あ る か ？

そ れは なぜ か ？

－

本 願発明 のこ とは

一 度忘 れて

考 えて み よう １・
－
卜

一

●

・
一

●

幽

●●

●

引 用 発 明 １（主 引 用 発 明 ） 引 用 発 明 ２（副 引 用 発 明 ）

ド ラ イ バ の

・位 置

・傾 き

ネ ジ の

締 付 品 質評 価

ド ライ バ の位 置 及 び 傾 き に基 づ き、

ネ ジ の 締 付 品 質 を 評 価

－

･

出 力　　 ネジ の
締付 品質

入 力回 転 速 度
角 加 速 度

ほ
う
ほ
う
。
引
用
発
明
２
に
よ
れ
ば
、

ド
ラ
イ
バ
の
位
置
と
傾
き
も

ネ
ジ
の
締
付
品
質
と
関
係
す
る
の
ね
。

引
用
発
明
１
で
も
位
置
と
傾
き
を

入
力
変
数
に
加
え
て
み
よ
う
か
し
ら
。

Ｔ

／戸　　　 卜 ￥￥回引 用 発 明１と ２は

い くつ かの状 態 に基づ い て

ネ ジの締 付 品 質 の評価 を行 う もの

⇒両 者 の 技術 分 野、課 題 は共 通

図機 械 学習 装 置の 技術 分 野 にお い て、

信 頼性 や 精 度を 高 め る ため に、

出力 と相関 関係 があ り そ う な各 種変数 を、

機 械 学習 装 置の入力 とし て採 用 す るこ とは
当 業 者 Ａ

術 常 識

ネ ジ の締 付品 質 の専 門家 と

機 械学 習 装 置 の 専門 家 から な るチ ーム を

当 業 者 とし て 想定 する の で、

機 械学 習分 野 の 技術 常識 を用い るこ とは

当 業 者 の 通 常 の 創作 の 範 囲 な んで す ね

引 用発明 １と ２の

組 み合 わせ の動 機あ り



①進歩性が否定される方向に働く要素を検討
阻
害
要
因
は
な
さ
そ
う
だ
か
ら

有
利
な
効
果
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
よ
う

次
は
進
歩
性
が
肯
定
さ
れ
る
方
向

に
働
く
要
素
も

検
討
し
て
み
よ
う
。

●主 引 用 発 明 に 副 引 用 発 日月を 適 用

す る 動 機 付 け

●主 引 用 発 明 か ら の 設 計 変 更 等

●先 行 技 術 の 単 な る 寄 せ 集 め

‾１

戸 賢司

臂 劣

匸 鰮二

”

回 心 廟戸 哀 ⊇

引 用 発 明 １ 引 用 発 明 ２

位 置回 転 速 度

角 加 速 度
⇒推 定精度ＵＰ

傾 き

え
？
効
果
が
あ
り
さ
え
す
れ
ば

い
い
っ
て
わ
け
じ
や
な
い
の
？

ネ
ジ
締
付
品
質
に

影
響
し
そ
う
な
変
数
を

加
え
て
い
け
ば

推
定
精
度
が
上
が
る

と
い
う
効
果
は

当
業
者
が
普
通
に

予
測
で
き
そ
う
で
す
ね

/／

６

。
／
’
・

吟ズ

①

Λ

進 歩 性 な し

引 用発明 と比較し た有利 な効果 が、

技術水 準 から予 測 さ れる範囲 を超 えた顕著な ものであ る

とい えるかがポイ ント だ よ。

シス テ ム化 に よる一 般的 な効果 な どは、

当業 者 に とって予 測可 能 と判 断 さ れや すい こ とも思い 出 そう
１
１



［請 求 項 1］

複 数 の 車 両 が 備えるワ イパ ーに 装 着され たワ イパ ー動 作 セン サ 、及 び 前 記 ワ イパ ー動 作 セン サ
とネットワ ーク を介して 接 続される分 析 サ ーバ を備 え 、

前 記ワ イパ ー動 作 セン サ は 、装着され たワ イパ ーの 加 速 度 情 報 を 含 む 動 作 情 報を 検 出 する 検 出
部 と、自セン サ の 現 在 位 置 情 報を 取 得 す る 取 得 部 と、前 記 動 作 情 報 に 前 記 現 在 位 置 情 報を 対 応
付 けて前 記 分 析 サ ーバ に 送 信 する 送 信 部 と、を有し、

前 記 分 析 サ ーバ は 、複 数 の 前 記 ワ イパ ー動 作 セン サ から、前 記 動 作 情 報 及 び 現 在 位 置 情 報を 収
集 する収 集 部と、前記 収 集され た複 数 の 動 作 情 報 のうち 、ワイパ ーが 高 速 に 動 作してい ることを示
す 動 作 情 報 に 対 応 付 けら れ た現 在 位 置 情 報を 統 計 的 に 分 析 することで 、豪雨 が 発 生している地 点
を特 定 する分 析 部と、を有 する、
豪 雨 地 点 特 定システム 。

本 願 発 明 引 用 発 明 １

φ
１　分 析 サ ‾バ

皿

ワ イパ ーの 故 障 を検 知し．

・分 析 サ ーバ

ワ イ パ ーの 速 度 と

ｰ　一一一 一　---------
自 動 車 の 現 在 位 置 か ら 、

豪 雨 発 生 地 点 を 特 定

臼

に
卜

`
’

鰰

管 理 者 に 現 在 位 置 情 報 を 通 知

－

ワ イパ ー動 作 情 報

現 在 位 置 情 報
（亠）

ワ イパ ー動 作 情 報

現 在 位 置 情 報

ぷ ４詒
4－S

ワ
イ
パ
ー
動
作
情
報
等
を

分
析
サ
ー
バ
に
集
め
て

分
析
を
行
う
と
こ
ろ
は

一
致
し
て
い
ま
す
ね
。

本
願
発
明
は

豪
雨
地
点
を
特
定

す
る
も
の
で
、

引
用
発
明
１
は

故
障
が
生
じ
た

ワ
イ
パ
ー
を

特
定
す
る
も
の
で
、

分
析
す
る
内
容
が

全
然
違
う
わ
ね
。

／
ノ

り ］



引
用
発
明
２
（
副
引
用
発
明
）
と
し
て

投
稿
文
と
現
在
位
置
か
ら

豪
雨
地
点
を
特
定
す
る

先
行
技
術
が
あ
っ
た
と
し
よ
う
。

当
業
者
は

引
用
発
明
１
と
２
に
基
づ
い
て

本
願
発
明
に
容
易
に

到
達
で
き
た
と
い
え
る
か
な
？

引 用 発明 １と ２を

組 み合 わせ る動 機 は

あ る か ？

そ れは なぜ か ？

－

本 願発明 のこ とは

一 度忘 れて

考 えて み よう １・
－
卜

一

●

・
一

●

幽

●●

●

引 用 発 明 :L（主 引 用 発 明 ） 引 用 発 明 ２（副 引 用 発 明 ）

・分 析 サ ーバ
iLμ

ワ イ パ ー動 作 情 報 か ら

ワ イパ ーの 故 障 を 検 知 し一一 一一一一

分 析 サ ーバ

‰
と稿 文 と現 在 位 置 か ら 、

豪 雨 発 生 地 点 を 特 定

理 者 に 現 在 位 置 情 報 通 知

冫 ･ 亠現 在 Jぽ

)y置

情 報　
へ

･))
，

湎 鰰

才

紹 １ Ｓ
4戸

IＸ引用 発 明 １：ワ イ パ ーの 故 障 検知 に関 す る発 明

引 用 発 明 ２：投 稿文 を用い て の豪 雨地 点 特定 に関 す る発明

⇒技 術 分 野 は 関連し ない

E;ZI引用 発 明 １：故 障 が生じ てい るワ イ パ ーを 特 定 す る とい う課 題

引 用 発 明 ２：投 稿 文 を活用 し て 豪 雨地 点 を特 定 す る とい う課 題

⇒課 題 は相違し てい る

E;ZI引用 発 明 １：収 集 し たワ イ パ ーの 動 作情 報を 過去 の動 作 情 報 と比 較 す る もの

引 用 発 明 ２：位 置情 報 を含 む投 稿文 を統 計的 に分 析 して 豪雨地 点 を特 定

⇒作 用、機 能 は相違 し てい る

裃い くら 当業 者 の私 で も、

引 用 発明 １に 引 用 発明 ２を

組 み合 わせ よう とは思 わない わ・・・

≒3，

`y ･X

气 こ， J　……yﾉ
｣･

引 用 発 明 １と ２の引 用 発 明 １と ２は

技 術 分 野、課 題 、作 用 ・機 能 の

ど れを 見 て も別 物 で す か ら ね・・
組 み合 わせ の動 機 なし

⇒進 歩 性あ りＷ’１



本願発明 引用発明１

へ。入

χ
・七 丶

八

匸 ?ﾖｔ
４

●゜●

―

良図
Ｗ

入 力 出 力 １

医 師

癌 レ ベ ル 算 出 装 置 手
法
は
同
じ
で
す
ね
。

Ａ
マ

Ｂ
マ
癌
レ癌

レ
ベ
ル
の
算
出
を

す
る
の
が

Ａ
－
な
の
か
、

お
医
者
さ
ん
な
の
か
が

違
う
の
ね

ベ
ル
を
算
出
す
る

Ｉ
カ

ー
と

Ｉ
カ

ー
に
基
づ
丶Ｌ
一

て



生
体
デ
ー
タ
と
病
気
の
可
能
性
の
関
係
を

Ａ
１
に
学
習
さ
せ
て
お
き
、

被
験
者
の
生
体
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て

Ａ
－
に
病
気
の
可
能
性
を
出
力
さ
せ
る

こ
と
は
出
願
時
に
周
知
技
術
だ
と
す
る
。

当
業
者
は

引
用
発
明
１
と

周
知
技
術
に
基
づ
い
て

本
願
発
明
に
容
易
に

到
達
で
き
た
と
い
え
る
か
な
？

引 用 発明 １に

周 知 技術 を 適用 する

動 機 はあ る か ？

そ れは なぜ か ？

－

本 願発明 の

一 度忘 れて

考 えて み よ

と は？`

し

Ｗつ １・
－
卜

一

●

・
一

●

幽

●●

●

周 知 技 術用 発 明 １（主 引 用 発 明 ）弓

八
｡入

×ｔ
４ 匸 ］4.j丶

Ｖ
Ｊ）

１

病 気の

可 能性
出 力

医 師

回引 用 発 明１と 周知 技術 は

病気 の 可能 性 の推 定 を行 う た めの もの

⇒課 題 が共 通

Ａ
マ
ー
カ
ー
と
Ｂ
マ
ー
カ
ー
か
ら

癌
レ
ベ
ル
が
推
定
で
き
る
の
か
。

お
医
者
さ
ん
の
か
わ
り
に

Ａ
Ｉ
に
や
ら
せ
て
み
よ
う
。

図医 師 が行 っ てい る推定 方 法 を、

コ ンピ ュ ータ 等 を用い て

単 にシ ス テ ム化 す るこ とは、

当業 者 の通 常の創 作 能力 の発 揮 に す ぎない

ノノ

／

゛
　
メ

ｉ
ｊ
’

ド

曝 当 業 者 Ａ

周 知 技術 で あ っ て も

論 理 付 け の 検 討 は行 う んで す ね。

i凶 図引 用発明１に 周知技術 を

適用する動機あり　　　　　　

⇒

図効果は当業 者が予測し 得る程度のもの

進 歩 性 な し



周知技術主引用発明

吭 ディープ ラーニ ン グ を利 用し て

ＡＩを 学習

不 適 合 検 査
結 果 の 監 視

O………匣 ］ ×受 信

蓄 積 不 適 合 の 原因
となった製 造

条 件を推 測

利 用

学
習
し
て
み
よ
う
。

主
引
用
発
明
で
も

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

を
使
っ
て

ネ ット ワ ーク

製造条件データ　検査結果データ
亠 冫 ＆/Sii井 ;』…
6yﾀﾞＳ）

製 造 装 置Ａ製 造 装 置Ｂ 検 査 装 置Ａ検 査 装 置Ｂ

学 習 済 みニ ューラ ル ネ ット ワ ーク を利 用し て、

不 適 合 の原 因 となっ た製 造 条件 を推 定 す る

製 造 ライ ン の品 質管 理 プロ グ ラ ム

ン
グ

本 願 発 明

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ッ
グ

に
よ
り
推
定
精
度
が

上
が
る
と
い
う
効
果
も

当
業
者
に

予
測
で
き
そ
う
で
す
ね

６

製造条件データぶ検査結果データ
ｈＳ）冫 Ｋノ 歴 S`1舞 ;』

進 歩 性 な し 製 造 装 置Ａ製 造 装 置Ｂ 検 査 装 置Ａ検 査 装 置Ｂ



［請 求 項 1］
回 答 者と質 問 者 の 会 話 に 係る音 声 情 報を 取 得 する音 声 情 報 取 得 手 段と、

前 記 音 声 情 報 の 音 声 分 析を 行って、前記 質 問 者 の 発 話 区 間と、前記 回 答 者 の 発 話 区 間とを特 定
する音 声 分 析 手 段と、前記 質 問 者 の 発 話 区 間 及 び 前 記 回 答 者 の 発 話 区 間 の 音 声 情報 を音 声 認 識
によりそれぞ れテキ スト化して 文 字 列を出 力 する音 声 認 識 手 段と、

前 記 質 問 者 の 発 話 区 間 の 音 声 認 識 結 果 から、質問 者 の 質 問 種 別を特 定 する 質 問 内 容 特 定 手 段
と学 習 済 み のニューラ ルネットワ ーク に 対して、前記 質 問 者 の 質 問 種 別と、該 質 問 種 別 に 対 応 する
前 記 回 答 者 の 発 話 区 間 の 文 字 列とを関 連 付 けて 入 力し、前 記 回 答 者 の 認 知 症レ ベ ルを計 算 する
認 知 症レ ベル 計 算 手 段と、
を備え 、前記 ニューラ ルネットワ ーク は 、前記 回 答 者 の 発 話 区 間 の 文 字 列 が 対 応 する前 記 質 問 者
の 質 問 種 別 に 関 連 付 けて 入 力され た 際 に 、推 定 認 知 症レ ベ ルを 出 力 するように 、教師 デ ータを 用
い た機 械 学 習 処 理 が 施された 、認知 症レ ベ ル 推 定 装 置 。

本 願 発 明

今 日 の 朝 食 は 何 で す か 。 質問 者 ・回 答者 の

発 話区 間の特 定
質 問 種 別 ：食 事

回 答 者 ：お に ぎ り で す 。
質 問 種 別 ：食 事

丶 ザ ダ 」

ｊ‰

本
願
発
明
は
、

お
医
者
さ
ん
の
質
問
種
別
と

患
者
さ
ん
の
回
答
内
容
か
ら

認
知
症
レ
ベ
ル
を
計
算
で
き
る
よ

い
ろ
い
ろ
前
処
理
を
し
て
の
ね
。

冖
じ

テ キ スト デ ータ

[質 問者 今日 の 朝 食 は何で すか。§R§IU

お にぎり で す。
入 力

質問 者

質 問 種 別 ：天 気

回 答 者 ：睛 れ で す 。

質 問 種 別 ：食 事

回 答 者 ：ハ ン バ ーグ で す 。

φ忖
認知症レベ XJ 出 力

認 知 症レ ベ ル引 用 発 明 １

今 日 の 朝 食 は 何 で す か 。

宀 ダ4ｿﾞ ｻｻ望 燹二|
入 力今 日 の 朝 食 は 何 で す か 。お

に ぎ り で す 。◆●卜Cj　し

質問者　 回答者　　　 fi声ｑi
う

に

、
φ ﾚ√ｙy万 万

今 日 の 天 気は 何 で す か 。

晴 れで す。昨 日 の 晩 御

飯 は 何 で す か 。ハ ン

バ ーグ で す。●●・

ぐｺﾞ
認 知 症レ ベ

ル

￥
認 知 症レ ベ ル



一
般
論
と
し
て
は
そ
う
だ
け
ど
、

本
願
発
明
で
は
、

認
知
症
レ
ベ
ル
の
評
価
に
有
効
な

具
体
的
な
前
処
理
の
手
法
を

開
示
し
て
い
る
よ
。

そ
の
よ
う
な
具
体
的
手
法
を

採
用
す
る
こ
と
ま
で

設
計
変
更
と
い
え
る
か
な
？

本願発明

質問種別：食 事

回 答 者 ：お にぎ り で す。
質問 種 別 ：食 事

質 問 者 ・回 答 者 の

発 話 区 間 の 特 定

今 日 の 朝 食 は 何 で す か 。

お にぎ り で す 。

テ キス ト デ ータ

`戸
二

`Ｗ

」
ま
で
具
体
的
な

前
処
理
の
手
法
を

引
用
発
明
１
に

適
用
す
る
こ
と
は
、

設
計
変
更
等
と
は

い
え
な
い
ん
で
す
ね
。

入 力
[質 問 者 :今 日 の 朝 食 は何で す か 。IMWI]

:お に ぎ り で す。亠

］

回
に
网

出 力φ仁　
忍知症レベ

ん

音 声 分 析

丶
－
こ

冖
卜
冫

質 問 種 別 ：天 気

回 答 者 ：睛 れで す。

質 問 種 別 ：食 事

回 答 者 ：ハ ン バ ーグ で す 。

認 知 症レ ベ ル

進 歩 性 あ り

雌洫



本願発明
当業者が
本願発明に容易に

辿り着けると
論理付けできるか？

当業者

・発 明 の 属 す る 技 術 分 野 の

通 常 の 知 識 を 有 す る 者 （仮 想 人 物 ）

（た だ し 、本 願 発 明 の こ と は知 ら な い ）主 引 用 発 明

進 歩 性 が 否 定 さ れ る 方 向 に

働 く 要 素

主 引用 発明 に副引用 発 明を 適用 す る

動 機 付 け

① 技 術 分 野 の 関 連 |生

(2)課 題 の共 通 性

(3)作 用 、機 能 の 共 通性

(4)引 用 発 明 の 内 容 中 の示 唆

主 引 用 発明 から の設計変 更等

先 行 技術 の単な る寄せ集 め

進 歩 性 が肯定さ れる方 向に
働 く 要 素

1.有 利 な 効 果
１

2.阻 害 要因

例 ：副 引 用発 明 が主 引用 発明 に適用

さ れると、主 引 用 発明 がその目的 に

反 す るも のとな るような場合等
２

３

回主 引 用 発明 から 本 願発 明 に到 達 す るこ とが容易 とい える かを検討 す る

回進 歩性 が否 定 さ れる方 向 に働 く要 素、進 歩 性 が肯 定 さ れる方 向 に働 く要 素を

総 合的 に考 慮 する
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